
令和５年度事業評価採点表

Ⅰ：経営発達支援事業

NO. 委員名 評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント

1 Ｃ

小規模企業景気動向調査や消費マ
インド調査など、未実地のものが
ある。
他の機関による経済指標、業界情
報等を活用し、小規模事業者に個
別提供しているとのことだが、調
査の必要性を再度検討し、必要な
ものは実施に向け尽力されたい。

Ｃ

店頭での商品（ニーズ）調査、女
性による商品のモニタリング調査
が未実施であるが、「試食屋」を
活用した調査は行っている。
消費者ニーズに合った商品づくり
のためには、マーケット調査の実
施・分析は必須であり、必要な消
費・分析の実施に向け尽力された
い。

Ｂ

巡回・窓口相談件数は前年度を上
回り、相談内容、調査・分析情報
をデータベース化し、組織内で共
有するなど、組織的な支援を行っ
ている点は評価する。
引き続き、経営状況の分析をもと
に、個別企業への適切な支援が行
えるよう尽力されたい。

Ａ

事業計画策定事業者が目標数を大
幅に上回る実績（364者）となっ
た点は、経営指導員の様々な支援
の成果として評価できる。

Ａ

全ての項目において、目標数値を
上回る実績となっており、組織的
な伴走型支援によるフォローアッ
プに努めた成果として評価でき
る。

Ｃ

8項目中5項目において未実施となっ
ている。
重点を絞り取り組んだ結果とは思う
が、未実施項目の支援の必要につい
て、検証が必要と思われる。

Ｂ 引き続き、スキル向上に向けた研修等により、
人材育成に取り組んでいただきたい。

2 Ｃ

客観的データを活用することは重
要であるため、未実施の原因を分
析し、今後の実施に向け努力して
ほしい。また他に有効な手法があ
るのなら見直しも検討するととも
に、タイムリーな情報収集と情報
提供にも努めてほしい。

Ｂ

予定されていた調査、モニタリン
グが未実施となっているが、新た
な取組のチャレンジもされている
ようなので、引き続き顧客の声を
しっかりと聞き取り、事業に活か
していってほしい。

Ｂ

巡回・窓口相談件数は増えている
ようなので、今後所内ＤＸを進め
組織的支援を経営分析に活かして
ほしい。またセミナー参加者を増
やす工夫を検討してほしい。

Ａ

事業計画策定事業者数が大幅に目
標を上回っていることは評価でき
るが、来年以降にしわ寄せがいか
ないよう努力してほしい。また計
画を作って終わりではなく、その
計画をいかに実行、運用していく
かが大事なので、きちんとＰＤＣ
Ａサイクルが回るよう努めてほし
い。

Ａ

順調に目標をクリアしていること
は大きく評価できる。この調子で
フォローアップや対話を通じて事
業者に寄り添いながら売上増、経
常利益増の事業者を増やしていっ
てほしい。

Ｂ

未実施の事業も多いが、実施した事
業では成果が上がっているので、確
実に実施事業を増やしていってほし
い。また個々の事業者では実施・参
加することは難しいかもしれないの
で、いくつかの事業者がグループを
作ってまとまって実施するという方
法もあるのではないかと思料する。

Ｂ

経営指導員の力量が大きなウエート占めている
と思うので、時代の流れに沿った資質向上、知
識習得を進めてほしい。また事務職員等も含め
た組織全体での対応が重要だと思うので、組織
力の強化にも努めてほしい。

3 Ｃ

何年も未達成になっているので、
調査方法を見直すべきかと考え
る。QRコードとグーグルフォーム
などを使って、経営者にスマホで
回答してもらうなどの方法を検討
してはどうか。企業のアンケート
などはだいたいそのような形式に
なっているし、集計の手間も大幅
に短縮できると考える

Ｃ

店頭調査などは何年も未実施のま
まとなっているが、本当に必要な
調査なのかどうか目標を検討する
必要があるかもしれない。もし必
要があるなら、できない理由を検
討して対策をしないといけないの
ではないか。

Ｂ

経営分析事業者数は目標を大きく
上回り、これによりデータベース
化が図られ、小規模事業者の経営
状況が組織的に把握できるように
なったことは評価したい。今後そ
れをどのように活かして、企業の
支援につなげるかについてのアウ
トプットを期待する。

Ａ

事業計画策定事業者数は目標の５
倍以上という大幅アップとなって
おり、またDX推進セミナーの開催
回数も４倍以上と大幅な伸びがみ
られる。事業計画は補助金の影響
が大きかったものと思わるが、そ
の後の検証もお願いしたい。

Ａ

いずれの数値も目標を上回ってお
り、評価したい。特に売り上げ増
加目標達成事業者数と経常利益増
加目標達成事業者数が目標値の２
倍以上になったのは徳島の活性化
につながっていると思う。今後も
引きつづき支援をお願いしたい。

Ｂ

四国という島国に位置する徳島の事
業者にとっては他県や海外に目を向
けて新たな需要の開拓に目を向ける
機会が少なく、商工会議所などの力
添えが非常に有効であろと考える。
飛行機の海外定期便も就航したこと
もあり、今後は海外に向けての需要
の開拓等もお願いしたい。

Ｂ

様々な新しい分野についての研修等も積極的に
行っていて、資質向上につながっていると思
う。引き続き様々な分野の研修の実施を期待す
る。

4 Ｃ

コロナ禍も収束し、社会・経済活
動もコロナ前に戻ってきていま
す。対外活動にも制約が無くなっ
てきており、県・市町村・民間シ
ンクタンク等が公表するデータも
出てきていると思うので、事業者
等への有用な情報提供を実施して
いってもらいたいと思う。

Ｂ

事業者も経営の立て直しや再編に
ついて動き出したので、各種要望
は出てくると思う。計画的な実施
に期待する。

Ｂ
各種セミナーへの開催案内時に上
記「２」の調査など実施していく
と効率的に行えると考える。

Ａ Ａ Ａ Ａ

まさに時代のトレンドにマッチした取組みかと
思う。事業者は分かっていてもデジタル化やDX
を後回しにしがちなので、働きかけができる指
導員の皆さんの力量アップに期待する。

5 Ｃ

事業計画策定支援への注力に傾き
過ぎて、基礎調査が疎かになって
いる傾向が見受けられる。
経済動向調査のような基礎調査
は、継続的に行うことが重要な面
もあり、調査事項をできることに
絞るなどして、継続的な実施を心
掛けて欲しい。

Ｃ

需要動向調査で顧客のニーズをつ
かむことができるようにすること
は、事業者にとっても単独では難
しいことでもあるので良い施策だ
と思う。ただ、結果的には、３者
のみと限定された中での支援と
なっている。
翌年度以降の活発な取組みを期待
する。

Ｂ

巡回・窓口相談を活発にできてい
ることから、経営分析事業者数は
目標を達成している。
セミナーや個別相談会は目標達成
には至っていない。幅広く課題を
持つ事業者に相談を促すために
は、セミナーは有効な手段でもあ
り、継続的に、セミナー等の開催
を行うことを期待する。

Ａ

補助金制度利用への支援等で、事
業計画策定事業者数は目標を大き
く超えている。また、ＤＸ推進セ
ミナーについても、目標を大きく
超えて実施できていることは評価
できる。
今後は、その支援をもとに各事業
者が持つ課題を明確化でき、後の
支援に結び付けていくことを期待
する。

Ａ

事業計画のフォローアップを効果
的に実施できているようであり、
評価できる。
また、フォローアップに関して
は、他の支援機関とも連携して効
果的に実施できていることも評価
できる。
今後、このようなフォローアップ
を継続的に実施していくことを期
待する。

Ｃ

沖縄大交易会へ出展など、BtoBへの
事業拡大支援を目的とした取組をで
きている良い面もあるが、その他に
計画していた出展計画は概ね未実施
となっている。
今後は、BtoB、BtoCへの事業拡大の
ための展示会のほか、海外取引EＣ
などバランスの取れた支援実施を期
待する。

Ｂ

ＤＸなど時代のニーズに応じた各種研修の開
催、受講を進めているようであり評価できる。
経営指導員等の資質としては、知識だけでな
く、人間力などソフト面の向上も求められると
思う。
また、知識に関しても、同じ項目でも多様な捉
え方があると思うので、様々な講師から多面的
な知識を得られるよう、今後とも研鑽を図って
いくことを期待する。

6 Ｃ

地域経済の動向は、事業者の経営
判断において最も重要であると考
える。また、事業計画策定に反映
すると明記されているため、今後
は積極的に業務を行っていただき
たい。

Ｃ

｢試食屋｣を活用した事業の実施は
評価できる。好評であったのであ
れば、対象事業者数を増やしては
どうか。他の２項目については、
未実施のため、今後は実施してい
ただきたい。

Ｂ

経営分析事業者数については、目
標を上回っており評価できる。ま
た、セミナー等終了後個別支援を
行い、各事業者の課題に沿った支
援を実施するなど、効果の高い事
業と考えられるため、今後も積極
的に実施していただきたい。

Ａ

全項目において目標を達成できて
いる。特にＤＸ推進セミナーの開
催については、目標回数を大きく
上回っており、評価できる。た
だ、先に述べたとおり、「地域の
経済動向調査」「経営状況の分
析」「需要動向調査」の結果を踏
まえとなっているため、今後はそ
の結果を反映した、より精度の高
い事業計画の策定支援を実施して
いただきたい。

Ａ

全項目において目標を達成できて
いる。特に評価できるのは、売上
や経常利益増加目標達成事業者数
において、目標の２倍以上の実績
となっている。スキームとしては
正しいと評価できるため、同ス
キームで引き続き、事業を行い、
支援件数を増やしていただきた
い。

Ｂ

全項目において目標を達成できてい
ないが、海外へのアプローチなど実
施した事業については、一定程度成
果があったのではないかと考える。
引き続き、効果の高い展示会等を取
捨選択しながら、出展支援を実施し
ていただきたい。また、常に新たな
販路開拓について模索していただき
たい。

Ａ

ＩＴツールを活用した実践的なデジタルマーケ
ティング研修など、現代の経営に必須である
「ＤＸ」「デジタル」といった内容を取り入れ
ていることについては大きく評価できる。今後
もその時代に必要な分野を先読みし、先手先手
で経営指導員等の資質向上に努めていただきた
い。

7 Ｃ

地域の経済動向の見極めが経営発
展支援事業の第一歩となることか
ら、実施に向け取り組みをお願い
したい。

Ｃ

商品ニーズ調査・モニタリング調
査とも未実施であり、小規模事業
者の顧客増加を図るためには、そ
れぞれの調査を行い、データの蓄
積・分析が必要となるため実施の
向けて取り組むべきと考える。

Ｂ

経営分析事業者数は目標数を上
回っているが、経営分析セミナー
と個別相談会の回数が目標値に達
していない。受講者も少ないこと
から、「経営・財政分析塾」事業
の周知の充実が必要ではないか。

Ａ

事業計画策定事業者数・DX推進セ
ミナー開催回数ともR5年度目標値
を大きく上回っており、評価でき
る。今後も継続希望する。

Ａ Ｃ
事業者に対し、ITを活用した販路拡
大について、もっと手厚い支援策を
講じる必要があると感じる。

Ｂ

Ｃ C-7名 Ｃ B-2名、C-5名 Ｂ B-7名 Ａ A-7名 Ａ A-7名 Ｂ A-1名、B-3名、C-3名 Ｂ A-2名、B-5名総合評価

Ⅱ.経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組み

１．地域の経済動向調査に関すること ２．需要動向調査に関すること ３．経営状況の分析に関すること ４．事業計画策定支援に関すること ５．事業計画策定後の実施支援に関すること ６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 1．経営指導員等の資質向上等に関すること


